
当面 の 目標

G : ニ 弘を : 有限巡回群

M : = { パ 峠
Sin 2球 ) 1 K

EZ 1 :

正 n 角形 の 頂点集合| GYM : 回転作用

この 場合 の

M 上 の フーリエ 解析 を 学ぶ
。



sect.in?:Ho__eons sets

Section 2
.

1 : 群 作用

設定 : G i 群
M : 集合

Def 2.1.1 :

Emil s : M →M 1 全単射 1

Bop 2.1.2 i

Jn ば写像 の 合成
"

に 股に
群 を なす

.



Def 2.1.3

群 準 同型
f : G → JM

を G の M 上 の 作用 と 呼ぶ
し た 作用 )

記3 G
も
M の よう に 書い たら

いと は G の M 上 の 作用
"

という 意味
各 g E G

、
各 p EM について

gp - 9 と Pi
= (4 (g) ) (P ) EM

F と 青く .

4 が明らか な と ま は 略す



Pro
p
2.1.4 : 作用 Y i G → Jm について

(1) Y .

h EG
.
KP EM ,

G . h ) y p
=

gg ( T )

p
G の積

(2 1 Up EM
、 ei p

= P

F
G の 単位元



Bop 2.1.5

写像 E : G × M → M が以下 小妙
( g , p ) HG IP を 満たすとする 。

i) kg 、
ha G

. YE M .

y . h ) が J
( h P ) 、

d) も
p EM .

e p = P .

このとき を 、 G → Jn
、 g
↳ g

は well - defined で 作用 と なる .

Thin 2.1.6

1 と G → 8ml 作用 と ) : G×mm 1

i) .li 」 と



Section 2
.

2 : Horngenes
sets

.

設定 : G : 群

Def 2.2.1 :

集合 M と 作用 GEM の 組

組 ( M
,
Y ) を G - set と 呼ぶ

4 が 明らか な 場合 は

単に "

M は G - set
"

の よう に 書く
.



Def 2.2.2
(推移的 )

作用 G
で
M が transitive

※ Up 、 q EM . J EG

s.t.gg p : q

Def 2.2.3

G - set ( M .

4 ) が

homgeneo.rs ( 等質 )

屆 G や M が trans i t.ie .



Ex 2.2.4 :

G ÷ S0( 2 )

に 1 1210 ) 1 0 E R 4 CM ( 2 ; R)

と する
。

ただし 各 も ER について

RN ) i 作 " も )
- sin も cos も

、

G は 行列 の 積 について 郡 を なす
、

また M = l に、 ) EMI たに 14
と おく 、



G × M → t
d

( RN) 、 に、 ) )
H R10 )に )

F

行列の続

と おくと Bop 2.1.5 の い、世 ) を

満たす ので G の M へ の 作用

Y ; G → JM
u u

N ( M→M .
l! ) け にし晣))

が定まる 、



反時計
G 。 R(0)

42
M と も 回転

M

t

Claim TM
,
4 ) はhomgeneousi.cl

、 作用 G や M は trans it.ve

いき〇〇、
: ttp . f EM Age G . g . p = q .

P . q EM を 任意 に とる .

P = (
Cos の

sin a
) 、 q

= (
as l
sin e
)

と書ける ( のf ER )
G = f - の と し

、 g ! = RME G

、
と おけ ば よい (以下略 ) 囮



Ex 2.2.5

G : ニ 弘を : 有限巡回群

= 1 th l t E を 1

M : = { パ 峠
Sin 2球 ) 1 K

EZ 1 :

正 n 角形 の 頂点集合

写像
と する

。

(4. Ex 2.2.4 )G × M → M
。

( にれ
、 に、 ) )

は Rに碻川)
が

行列 の積

は welldefined であり 、

作用 G でM を 定める 。



( n = 8 )
G こ 48217 にか 反時計

4 2 2 1 回転

この とき ( M
,
4 ) は homgeneous .


